
佐藤食品工業株式会社（東証スタンダード市場、証券コード2814）が2025年5月22日に発表した中
期経営計画「Vision 2028」は、同社の将来3年間（2026年3月期～2028年3月期）の戦略的方向性
を示した重要な経営方針である 。本計画は、売上高67億円（2025年3月期実績63億6000万
円から5.3%増）、営業利益8億円（同6億7200万円から19.0%増）という意欲的な財務目標を掲げ、
投資家や業界関係者から前向きな評価を受けている 。

佐藤食品工業 Vision 2028財務目標：2025年実績と2028年目標の比較

同社のVision 2028では、2028年3月期において売上高67億円、営業利益8億円、営業利益率11.9%

の達成を目標としている 。これは2025年3月期実績と比較して、売上高で5.3%、営業利益で
19.0%の成長を意味し、特に収益性の向上に重点を置いた計画となっている 。同社の過去の業
績推移を見ると、2024年3月期には堅調な業績と高い成長性を両立しており、今回の目標設定は現実
的かつ挑戦的な水準と評価される 。

佐藤食品工業株式会社「Vision 2028」中期経営計画
の包括的分析
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Vision 2028の戦略的内容

財務目標と業績向上計画
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Vision 2028の中核戦略として、新製法・機能性素材・飼料・肥料などの新規製品カテゴリー開発へ
の挑戦が掲げられている 。これは同社の独自技術である粉末化技術を活用した事業領域の拡大
を意味し、従来の茶エキスや天然調味料事業からの発展を示している 。また、海外市場、ヘル
スケア市場、インバウンド市場、ペットフード市場、農業資材市場などへの販路拡大と差別化プロモ
ーションの徹底も重要な戦略要素として位置づけられている 。

佐藤食品工業の市場機会分析：Vision 2028における参入対象市場

佐藤食品工業の成長性は、複数の市場トレンドに支えられている 。天然食品添加物市場は2025

年に1277億7000万米ドルと推定され、年平均成長率5.8%で拡大し、2032年には1897億1000万米
ドルに達すると予測されている 。特に、消費者の健康志向の高まりにより、天然由来成分への需要
が83.8%のシェアを占めると予想されており、同社の天然素材エキス事業にとって追い風となってい
る 。

同社の成長性の基盤は、世界初となるアルコールの粉末化技術にある 。この技術により、天然
食品の持つ香り・味わい・彩りをそのまま閉じ込めた高品質な粉末の製造が可能となり、1980年代
に世界主要17カ国で製法特許を取得している 。現在も粉末酒を製造しているのは世界中で佐藤
食品工業だけであり、これが同社の差別化要因となっている 。

新規事業分野への展開戦略
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成長性の分析

市場機会と成長ドライバー
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技術優位性による競争力
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Diagram illustrating the plant extraction and powder production process.



同社の主要なリスク要因として、事業拠点の愛知県への集中が挙げられる 。この地域において天
災、事故、大規模な感染症その他予測し得ない要因等の不測の事態が発生した場合、生産設備の毀損
あるいは操業停止により、業績に重要な影響を与える可能性がある 。また、食品業界全体が直
面している円安や物価上昇による厳しい事業環境も重要なリスク要因となっている 。

製品の安定供給・コスト対応が重要な課題として認識されており、原材料の必要数量を安定的に確保
するための活動に取り組む必要がある 。食品の安全性についても、各原材料メーカーから関連諸
法規に違反しないことを保証する書面を受領するなど品質管理体制を整備しているが、不測の事故発
生等から大規模な製品回収や賠償責任が生じるリスクが存在する 。

Interior of a food technology laboratory featuring specialized equipment.

リスク要因の評価

事業集中リスクと外部環境リスク
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原材料調達と品質管理リスク
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海外展開戦略



同社の海外展開は、アジアを中心に茶エキス粉末や海産物の粉末などを展開し、グローバルな基盤を
築き上げつつある段階にある 。Vision 2028では海外市場への販路拡大が重要戦略として位置づけ
られており、特にアジア圏での事業拡大が期待されている 。アジア地域の粉末飲料市場は成長
が見込まれており、味の素などの大手企業も8カ国目の事業展開を進めるなど、市場機会が拡大して
いる 。

海外展開においては、味の素グループのような大手企業との競争が激化している 。味の素は
「その国の顧客に貢献すること」を理念に世界展開を進めており、35の国・地域に拠点を置き、強力
な特許網構築と知財戦略を展開している 。佐藤食品工業は規模では劣るものの、独自の粉末化
技術という差別化要因を活用した戦略的な海外展開が求められる 。

A bottle of five spice powder alongside the various spices used to make it.

アジア市場を中心とした展開
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同社の経営方針では「技術立社を基本とする高度な開発技術および生産技術の確立に努めること」が
掲げられており、技術人材の育成が重要な課題となっている 。また「能力主義を重視したトータ
ルな人事制度の確立に努めること」も基本方針として位置づけられ、人材の能力開発と適切な評価制
度の構築に取り組んでいる 。

同社では「お客様の声を形にし続けるのが、佐藤イズム」として、顧客ニーズに応える製品づくりを
続けている 。2023年3月現在の従業員数は202名と比較的小規模であるが、高度な専門技術を持
つ人材による研究開発体制を構築している 。新卒採用においても「世界一ちいさな『おいしい』
をつくる、町の科学屋」として、技術志向の人材確保に取り組んでいる 。

佐藤食品工業の知的財産戦略の中核は、世界初のアルコール粉末化技術に関する特許権である
。1980年代に世界主要17カ国で製法特許を取得し、現在も世界で唯一粉末酒を製造している企業

として、強固な参入障壁を構築している 。このような特許戦略は、味の素グループが調味料・ア
ミノ酸生産技術で約1,000件の特許を保有し、全世界で高い参入障壁を構築している事例と類似して
いる 。

同社のリソースには、愛知県内にある3つの工場とそこで培った粉末化ノウハウ、研究開発力、高水
準の品質管理体制などが含まれている 。長年の製造経験を重ねる中で積み上げられた熟練技術が、
より微細なパウダー化と風味の保持を可能にしており、これらの技術的優位性が競合他社との差別化
要因となっている 。

人材戦略の分析

技術立社を基盤とした人材育成
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研究開発力強化への取り組み
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知的財産・無形資産戦略

特許戦略による競争優位性の確立
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Diagram illustrating a classic co-current spray drying process.

Vision 2028の発表後、佐藤食品工業の株価は続伸しており、市場参加者から前向きな評価を受けて
いる 。2025年5月22日の取引終了後の発表を受けて、投資家は同計画を好材料視している
。みんかぶ予想株価では「買い」評価で目標株価2,448円とされており、現在株価との差は127円

となっている 。

現在のところ、佐藤食品工業に対する機関投資家やアナリストからの正式なレーティングは公表され
ていない状況である 。しかし、28年3月期に営業利益8億円を目指す中期経営計画の発表は好
材料として受け止められており、新製法・機能性素材・飼料・肥料などの新規製品カテゴリー開発へ
の挑戦が評価されている 。

投資家・市場関係者の評価

株式市場での反応
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Advertisement for Liable Green Tea Extract

食品添加物業界では、天然由来成分への消費者嗜好の高まりが顕著であり、2025年には天然由来が
83.8%のシェアを占めると予想されている 。この市場トレンドは佐藤食品工業の事業戦略と合致
しており、同社の天然素材エキス技術が市場ニーズに適応している 。また、新しいナチュラ
ル・ラベルおよびクリーン・ラベルの食品添加物開発は大きな機会をもたらす可能性があり、同社の
技術的優位性を活かせる分野となっている 。

業界動向との関連性

天然素材・クリーンラベル市場の拡大
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Vision 2028でペットフード市場への参入が戦略の一つとして掲げられているが、この分野は近年急
速な発展を見せている 。培養ペットフード企業の登場や、高価格帯の療法食市場の拡大など、
新たな技術と高付加価値製品による差別化が可能な市場となっている 。佐藤食品工業の粉末化
技術は、ペットフード分野においても応用可能性が高い 。

ペットフード市場への参入機会
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Various natural food additives and seasoning ingredients.



佐藤食品工業のVision 2028は、同社の独自技術である粉末化技術を基盤として、新規事業分野への
展開と海外市場開拓を通じた成長を目指す戦略的計画である 。財務目標は現実的かつ挑戦的
な水準に設定されており、特に営業利益の19%成長は収益性向上への強いコミットメントを示してい
る 。

投資家や市場関係者からの評価は概ね良好で、株価の続伸がその証左となっている 。ただ
し、事業拠点の地域集中リスクや原材料価格変動リスクなど、克服すべき課題も存在する 。

長期的には、天然食品添加物市場の成長トレンドと消費者の健康志向の高まりが同社事業にとって追
い風となることが期待される 。特に、アジア市場での展開拡大と新規事業分野での技術応用に
より、持続的な成長の実現可能性が高いと評価される 。

結論と今後の展望
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Commonly used traditional Asian spices.
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